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Abstract
Curriculum　Reform　and　Physical　Education・Sport　in　the　U．K．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Toward　21st　Century
TERASHIMA　Zen・ichi
　　　　The　aim　of　this　study　is　researching　for　an　issue　of　the　Education　Reform　Act（ERA）（1988），Na－
tional　Curriculum（NC）and　Physical　Education　in　the　National　Curriculum，（PENC）This　research
will　make　clear　the　results　and　problems　of　ERA，　NC　and　PENC．　The　ERA　was　a　unique　and　complex
package　of　legislation　that　addressed　the　content　and　structure　of　state　education　in　England　and
Wales．　The　Nationa1　Curriculum　attempts　to　homogenize　the　educational　experience　that　children
receive　in　the　state　schoo1．　On　the　other　hand，10cal　managment　of　school（LMS）celebrate　choice　and
diversity　in　the　system　and　create　condition　that　set　school　and　individuals　within　them　distinctly　part．
PENC　was　decided　upon　attainment　targets　and，　how　to　assess　and　evalute　on　physical　education．
These　attainment　targets，　assessment　and　evaluation　will　be　able　to　clear　what　is　P．　E．，Agood　physi－
cal　education　programme　provides　the　baseline　from　which　sporting　activity　for　life　can　fiourish　and
exCellence　emerge。
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英国のカリキュラム改革と体育・スポーツ
21世紀をめざして
寺　島　善　一
序
　英国では，1988年に「教育改革法」（The　Education　Reform　Act，　ERAと略す）を制定した。これ
は1944年に制定された「教育法」（Butler　Act）以来の大改革である。このERAを経て，教育科学
省（Department　of　Education　alld　Science）はナショナルカリキュラム（National　Curriculum，　NC
と略す）を導入した。従来，英国の体育科教育は，1944年のButler法でも見られるように，学校
に，体育・スポーツ施設を設置することを義務づけることによって，「体育」の授業を間接的に奨励
し，授業内容は，教育現場に携さわる校長一教師らの裁量にまかされることが多かった。しかしこの
NCは，細かに，その授業内容＝到達目標をかかげて，現場の教育者に，その実現を迫っている。こ
うした一連の動きの歴史的背景と現実的必要性について考察し，さらにこのERA及びNC＝体育科
教育に関しては“Physical　Education　for　Age　5　to　16”（1991），さらに翌1992年に発表された“Physi－
cal　Education　in　the　National　Curriculum”（PENCと略す）が教育現場にもたらす影響などについて
検討してゆきたい。このERA－NC－PENCは，単に，体育科教育の現場のみならず，学校体育と地
域社会におけるSportの問題にも，影響を与えるものとなっていく。従来の「スポーッ政策」の中心
的組織であるSport　Councilの政策は，これらERA－NC－PENCの変化に対し，新らたな政策を展開
することとなる，この変化についての検討を加えてゆこうと考える。
1．カリキュラム改革とその背景
　①その歴史的・社会的背景
　英国はいうまでもなく「近代スポーツ」発祥の国であり，スポーッを愛する国民であると自負し続
けている。そうした英国の国民性は，パブリックスクールなどの，体育＝スポーッ教育の賜であるこ
とは，数多くの研究者によって明らかにされている。しかし，他方では，1937年のPhysical　Train－
ing　and　Recreation　Act設立時の労働党議員・アニュリン・ベバソが「上流・中流階級がすでに楽し
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んでいるスポーツのための施設や競技場を何故つくらないのか……政府は国民大衆に身体的トレイニ
ングを強要している……政府のスポーッ政策は，兵役のため，労働力保全のための体力づくり，健康
づくりのためのみ予算を付与している注1」などと指摘したように，本当に庶民のためのスポーッ・
レジャー・レクリエーション政策が展開されることは20世紀末の“Sport　for　AII”政策まで待たなけ
ればならなかった。そのSport　for　A11政策を展開しようにも，スポーッ享受の主人公になるべき多
くの国民の中に，そのスポーツ文化を湛能する，技能・思想などが蓄積されていなかった。充実した
体育・スポーッカリキュラムを持っていたのは，数少ないパブリックスクールのみであったので，ス
ポーッの技能・思想を，広く，深く獲得させるための教育制度＝体育教育の充実が待たれていたので
ある。将来の生活を生きぬくための身体的能力や，生活の文化としてスポーッ文化を享受するための
技能・思想を獲得するために「体育」の充実・発展は重要な課題となっていった。また，体育科教育
を支える，教育現場も，さまざまな問題を抱えていた。体育を専攻した教師の圧倒的不足，教育現場
の自主的教育実践にまかされた故の，各学校における「体育」教育の内容のバラつきなどが，その問
題の一つであった。スポーツが上流・中流階級の文化として定着し，それを湛能してきたパブリック
スクール出身者達は，このカリキュラムに，自身の過去の“Golden　Age”を思いうかべながら，その
カリキュラムを考えていた。こうした，ノスタルジアが，カリキュラム改革を導いた原動力の一つで
あった注2。しかし，他方，Denis　Lawtonなどの教育の専門家達は，より現実的で具体的なカリキュ
ラムを考えていた。その前提として，体育教師は，充分に教育を受けた，高度の技術を持った，子供
らの将来の生活を見据えた「教師」でなければならないと，主張した注3。さらに具体的なカリキュ
ラムとして，「スポーッ経験を通して，市民性を養うといった，スポーツの社会的価値を強調しすぎ
ないで，子供らの身体的諸能力を養うことを重要視すべきである。」そして，「スポーッにおける社会
的協力，体育，レジャー，健康などを，将来の生活の中にどう位置づけるか？注4，等が重要である
と主張した。これらの討論を経て，1988年に制定されたERAを具体化すべく，体育のカリキュラム
の検討に入ってゆくのである。
　②体育科教育とカリキュラム改革
　英国では1944年のButler　Act以来，高等教育機関に設置された教員養成課程は，大学が責任を持
っArea　Training　Organigationによって運営され，幾多の教師を作り出していった。しかし1984年
にはこの教員養成制度に手を加え，教員養成課程認定制度が発足し，教育科学大臣によって承認され
ることが必要となり，政府の権限が強くなっていった。このような背景の中で，体育教員養成の制度
を見直すこととなっていった。1980年代の教員養成制度の履習科目は，Educational　Studies（教職
専門科目）とCurriculum　Studies（教科教育法）とSubject　Studies（専門教科目）とSchool　ex－
perience（教育実習）があり，初等教員養成課程では，体育実技を中心とする科目が必修とされてい
た注5。その結果，初等教育における「体育」の授業は圧倒的多数の非体育専門家によってなされる
こととなっていた。こうした現状の問題性を究明すべく，1985年，Physical　Education　Association
of　Great　Britfain　and　Northern　lreland，（PEAと略す）は調査委員会を作成した。この委員会に与え
られた検討事項は，（D体育の現在の問題性について　（2）最重要なカリキュラム研究とそのカリキュ
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ラムによって到達されるべきレベルについてであった。この委員会の報告書は1987年に出され，（1）
初等教育においては，継続的で，種々のActivities（実技）がバラソスよく配置された「体育カリキ
ュラム」が不足している。その改善のためにカリキュラムのガイドラインの作成や，カリキュラムリ
ーダーの配置の必要性。さらに全国レベルでの体育政策の作成やカリキュラムの立案の必要性。（2）
初等教育における，体育教育の達成度の記録・評価の不在等を指摘した注6。この調査をもとに，
PEAは，「初等教育の体育に関して，バランスよく，周到な計画のもとに計画された学校ごとのカリ
キュラムが，教育上必要であること注7」と主張している。1944年のButler法以降，英国の伝統であ
った教員の『自律性』の尊重という概念は，あまりにも混乱した，初等教育の現場を修正するために，
専門家の援助，統一的カリキュラムの必要性などから，薄らいでゆくのであった。これらの調査報告
書などは，1988年のERA－NCなどの動きの予兆となっていた。
　National　Curriculum　Council（NCと略）は，必修教科となった「体育」教科のために，14名によ
るワーキング・グループを形成し，NCの諸問題を諮問した。　NCのもとで作成された“Physical
Education　for　Age　5　to16”（Department　of　Education　and　Scince）の到達目標及び学習プログラムの
策定ということと，NC以外の学習評価の方法の決定についてが中心となっていた。これらの報告書
を礎にして，Department　of　Education＆Science（D．　E．　S．と略す）はNational　Curriculum－Physi－
cal　Education－Working　Group－Interim　Report，1991，を出版するのである。そして最終的に得ら
れたのが1992年のNational　Curriculum　for　Physical　Education（NCPE）であり，法制化されゆく。
さらに，DESによる“Physical　Education　in　National　Curriculum”が1995年にHer　Majesty　Station－
ary　Otice（HMSOと略す）から発表され，教育現場で実施されてゆく。これらのカリキュラムを実
施するにあたり，教員養成の改革に着手し，DESは，“The　Reform　of　Initial　Teacher　Training”
（Consultation　Document）1992を発表した。次にDepartment　for　Education（DFEと略す）は，　Ini－
tial　Teacher　Training（Secondary　Phase）Circular　9／1992を通達し，最後に，1993年にDEFは
“The　Government’s　Proposals　for　Reform　of　Initial　Teacher　Training注8”を発表する。これらの提案
は，教員養成課程における政策の転換であり，従来と比較して，教員養成課程における実習の役割を
増加させ，それに伴う財政を確保したこと，また，教員を志望する学生に，学級運営の能力や，教科
の専門的知識や技術の能力を高めさせることを強く主張している。体育にひきつけて考えてみれば，
初等教員の養成においては，英語，数学，理科などの中核科目の授業配当が増し，基礎科目である
「体育」への配当時間が減少する。中等以上の教員養成課程でも，スポーツ施設の建設や維持に経費
がかかること故に，体育への圧迫が続くことになっていった。PEAの調査によれば，教員養成課程
を持つ40の大学の多くが，16～40時間しか配当せず，たった2校が勧告どおりの60時間を配当して
いるにすぎなかった注9。
　“The　Goverment’s　Proposals　for　Reform　of　lnitial　Teacher　Training”14／1993という通達は，初等
教員養成課定の新しい認定基準となった。この通達（14／1993）は1994年以降の課程認定に適用さ
れ，さらに1996年の9月からは，すべての初等教員養成課程に対して，この通達の規定に適応する
カリキュラム改訂を実施することが強制されることになっていった。1984年に教育科学大臣による
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教員養成課程認定制度が導入されて以来，その認定について審議する場として，Council　for　the　Ac－
creditiation　of　Teacher　Education，　CATEと略）が形成され，再度の通達によって変化した，その規
定に照合して，認定の是非を審議することになった。NCの実りある徹底は，この教員養成制度の充
実を欠いては考えられないのであった。
2．「体育」とカリキュラム改革
　①National　Curriculumと体育
　ERAを受けてカリキュラム改革に取り組んだDFEは，1993年4月にSir　Ron　Dearingのもとで，
NCの問題を検討を始めた。この委員会は，1993年7月に中間報告を，12月に最終報告を提出した。
この報告書はNCにおける各教科のスリム化，カリキュラムに含まれる到達目標の削減，数学，科
学，英語といった中核科目の国家試験を通した評価を制限すること，通達文書と学校経営の有機的結
合をめざすことなどが記されていた。教育大臣はこのSir　Ron　Dearingの報告を了承した注10。そし
てSchools　Curriculum　and　Assessment　Authority（SCAAと略）にNCのすべての教科について検討
するように指示した。そして，各教科のアドヴァイザリー，スタッフは，1994年7月までに，それ
ぞれの教科の「Key　Stage」を検討した結果を発表することになった。最終的には，　SCAAの最終報
告という形で，1994年9月30日に教育大臣に提出され，1995年1月からこの最終報告書が効力を持
つようになり，この内実が1995年8月から5～14才について，1996年8月からは14才～16才のカリ
キュラムのKey　Stageとして，各学校で実践されてゆくことになった。体育教科については，1995
年“Physical　Education　in　the　National　Curriculum”（PENCと略）という形でDFEから発表され
た。
　②Physical　Education　in　the　National　Curriculum　（こついて
　このPENCの構成は，4つのKey　Stageから成り，学令に達した生徒が，年令に応じてそれらの
Key　Stageに盛られた内容を受講してゆくことになる。その年令別ステージは表1の如くである。こ
表1
■The　structure　of　the　National　Curriculum
　The　National　Curriculum　applies　to　pup且s　to　pupils　of　com－
　pulsory　school　age　in　maintained　schools，　including　grant－
　mamtamed　and　grant－maintained　special　schools．正t　is　or－
　ganised　on　the　basis　of　four　key　stages，　which　are　broadly
　as　follows＊：
key　Stage　rl
key　Stage　2
key　Stage　3
key　Stage　4
5－7
7－11
11－14
14－16
1－2
3－6
7－9
10－11
出典Physical　Education　in　the　National　carriculum　1995，　H．M．S．0．
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のPENCの第1ページには，学習プログラムが要求する共通綱が示されている。
　（1）学習プロゲラムが指示する綱目
　「この各々のKey　Stageの学習プログラムは，　Key　Stageの年令に応じて大多数の生徒にむけて教
えられなければならない。……しかし，Key　Stageに適応する年令よりも，早期に，また遅れて学習
したり，実践したりしなければならない生徒たちが存在するときは，それらの課題と機会を与える必
要がある。このような課題は，各生徒の年令に適応するような状況で提供すべきである注11。」と述べ
ている。各生徒が，このNCを通して教育を受けなければならない「法的」制約を示しながらも，生
徒の「発育発達」に応じた柔軟な適用について指示している。
　②体育科教育に対する概括的指示
　前項の理解を前提に，体育科教育に求められる内容を3点にまとめて指示している注12。
　①生徒は，健康なライフスタイルと身体活動能力を促進することを教えられるべきである。その
課題に到達する方法として，④身体活動の実践⑤身体Q適切な使用，最善の状況に維持する方法
を学習する　⑤身体活動に参加することによって，心臓・血管の健康や，柔軟性，筋力，持久力を
発達させる⑥活発な身体活動をすることにより，個々の健康のための要求を満たす。ことを考え
ている。
　②人生への積極的態度を生徒らは教えられるべきである。そのためには，④スポーッの実践者と
して，スポーッの観衆として，チームのメンバーとして「Fair　Play」や，善良なスポーッ行動や，
潔い戦い方などという社会通念を学ばねばならない。⑤スポーツにおける行為の自律や勝…利に対し
て，如何に対処するのか　◎スポーツにおける行為を厳しく律することを努める　④周囲の人々や
環境に心配りが出来ること。が必要であるとしている。
　③安全なスポーッ実践を生徒らは教えられるべきである。として，⑤さまざまな指示に進んで対
応する⑤スポーッ実践や競技のとき，該当するルールや法，規則，エチケットや安全性などにつ
いて認識したり従ったりすること　◎適切なスポーッウェア，スポーツシューズやプロテクターを
何故使用しなければならないか？と，不適切な衣服や貴金属，靴などがもたらす危険性を，認識す
る。⑥スポーッ器具の安全な使用法，運搬法，設置法などを学ぶ⑤準備運動や整理運動について
学ぶ。などといった事を学習するように指示している。このように，体育・スポーツの持つ「文化性」
や周縁の知識・技能などを学習することを強調している。
　（3）Key　Stage　1の学習プロゲラム
　まず第一に，このKey　Stage　1で学ぶことの概観を次のように指示している。「このKey　Stageの
どの学年においても，生徒は3つの領域の活動を学習すべきである。1Games　2　Gymnastic　Activi－
ties　3　Danceこれらは室内もしくは野外の適切な環境を用いる。それに加えて，　Key　Stage　2に備え
て，Key　Stage　1において水泳を教えることを選択してもよい。」としている。そして，このKey
Stageを通して，生徒らは，「練習を重ねることによって彼らの身体に変化がおこってくること」を
教えられるべきであり，「身体の運動をすると短期間でも効果が現われることを認識する」ことを教
えられるべきであるとしている。そして，その活動の領域について指示している。（1）Gamesにおい
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ては，⑤簡単な競技的ゲームをする中で，彼らが個人として，どのようにプレイすべきか？　そし
て小さなグループやパートナーと一緒になったとき，どのようなプレイをすべきか？　を学ぶ　⑤
ボールや他の器具を送ったり，受けたり，運んだりする幾つかの方法や能力を発展させる　◎ゲー
ムの要素である，走り方，追いかけ方，かわし方，逃れ方，そして他のプレイヤーとの空間の認識を
学ぶ。としている。（2）Gymnastic　Activitiesについては，⑤動きの基本動作である，さまざまなパ
フォーマンスの方法一手や足を用い，回転したり，ジャンプしたり，バラソスをとったり，振った
り，登ったりすることを，床の上や適切な器具を用いて行なう。⑤床や器具を用いて，動作を連続
させたり，繰り返したりすることを学ぶ，としている。（3）Danceにおいては，⑤コントロール，協
調，バランス，ポーズや移動，ジャンプ，回転，身振り，静止などの基本動作の改良，発展をめざ
す。⑤現在している伝統的ダンスを含めた，動作やパターンを実践する。⑤ダンスを通して音楽に
反応することの能力の開発や，雰囲気や感覚の開拓一リズミックな反応や，スピード，姿勢方向
性，段階性の変化などを経験することによって　　を求めている注13。こうしたPENのKey　Stage　1
について，Carolyn　Jonesは次のように述べている。「このKey　Stage　1の内容は，子供らにとって，
3～8才という年頃は，彼らの発育・発達にとって肉体的・精神的に傷つきやすい年令であるにもか
かわらず，このカリキュラムは，質の良い体育とスポーッの機会を提供することになるであろう。も
し，r人生にむけての身体活動』という意図が最大限理解されたとするならば，生徒らは，体育・ス
ポーツプログラムという場の中心にいることにならねばならない。このNCPEのKey　Stage　1の中
においては，子供らにとってそれは単なる身体活動ではなく，重要なものである。もし，この原則
が，将来の政策の中に尊重されるなら，学校は，子供らの文化的・身体的諸権利を護る機関となるで
あろう注14。」と述べている。『鉄は熱いうちに打て』という古い諺を思い出しながら，幼少期におけ
る，身体活動一体育の重要性を認識した言葉といえよう。
　（4）Key　Stage　2の学習プロゲラムについて
　このKey　Stage　2においては，生徒らは，6つの領域を学ぶことになる。それは，（1）Games（2）
Gymnastics　Activities（3）Dance（4）Athletic　Activities（5）Outdoor　and　Advanture　Activities（6）Swim－
mingである。このKey　Stage　2では，生徒の学習到達目標は次のようにあげられている。①精力的
な身体活動を，適度な時間の範囲において維持できること②身体にとっては，短期間の練習で効
果があるということを，認識することであるとしている。
　新らたに加わったAthletic　Activitiesにおいては，走ることの基本的技術を獲得する（短距離長
距離　リレー，など）ことと，自己の能力の測定，比較，発達について知ることをあげている。Out－
door　and　Adventure　Activitiesでは，野外の冒険活動を異った環境（公園，プレイグラソド，学校の
グラソド，森林，海岸などにおいて）の中で行なうこと，また，個人や仲間と共同して行動するなか
で，身体や問題解決への挑戦をすることを学ばねばならないとしている。Swimmingでは競争的で
はなく，25m泳げること。①水中における自信の発達，水中における休息法，浮揚法，救助法の習
得・②腕や足・その両方を用いた・多様な推進法。③さらに効果的な，前進・後退のための水泳法
を学習すること。④水の中における安全と生存の基本的習熟。の4点をあげている注15。このKey
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Stage　2では，1より進歩した目標・内容を持っている。それは①身体運動の内実の多様性②身体
運動の困難さの克服③身体運動の達成度の質的向上④生徒自身の計画作成能力⑤生徒自身の
能力開発への努力⑥個々人で実践する能力。などにおいて，Key　Stage　1で学んだことを凌駕させ
ようとしている。
　そして，身体運動＝スポーツは，仲間と時空間を共有しながら行うという属性を持っているので，
仲間への気配り，思いやりといったPartnershipについても格別の配慮をし，学習させようとしてい
るのである。また，PENCの最後に，　Key　Stage　2のまとめとして，次のように指示している。「生
徒らは，さまさまな領域の身体活動に遭遇することによって，種々な挑戦，ある時は想像力を働かせ
た反応をしたりして，問題解決の糸口を見い出す。生徒らは，実践し，改良し，洗練された行動にな
る。そして，その身体活動を繰り返すことによって，正確さと制御性を増した，予測的行動をするよ
うになる。彼らは，一人でも，ペアーでも，グループでも，そしてチームの一員としても，安全に行
動する。彼らは，自分自身の行為も，他人の行為についても，純粋に判断出来るようになり，正確さ
を増し，情報を効果的に用いるようになる。彼らは，精力的な身体運動にかなりの時間，耐えられる
ようになり，そして，身体的練習によって，彼らの身体に何がおこるかを理解出来て，実践出来るよ
うになる注16。」
　（5）Key　Stage　3の学習プロゲラムについて
　Key　Stage　3においては，　Key　Stage　2で履習した種目（6種目）は変化がないが，内容がより高
度になる中で，生徒らは，Gamesに関しては，少なくとも1種目のすべての領域（ユニットA＋B）
の活動を学習しなければならない。そして，他の領域（陸上，水泳etc）のユニットAの領域を2種
目，学習しなければならない。そして，GymasticかDanceのどちらかのユニットAを学習しなけ
ればならないとし，さらGamesに関しては1年間を通して学習しなければならないと指示いる。そ
して，このKey　Stage　3において，健康を促進する身体活動に従事する機会を与えられなければなら
ない，そしてそれは，地域社会の中においても可能であると主張している。
　学習目標は①身体運動のための準備と運動後の処方について教えられるべきである。②種々の身
体のシステムによる短時間・長時間双方の練習効果の学習③健康を維持・増進するための身体運
動の役割についての学習。この3点がKey　Stage　3において学習されなければいけない内容としてい
る。
　Gymnastic　ActiVities，　Dance，　Athletic　Activities，　Outdoor　and　Adventures　ActMties，　Swimmingの
各種目には，基礎的なUnit　Aからより発展的なUnit　Bが提示されている注17。＜表2＞はKey　Stage
3である。
　カリキュラムの達成目標としては，次のことがらがあげられている。「生徒らは，適度な身体活動
の戦略と戦術を工夫し，より複雑な活動を計画したり，創造したりする。彼らはそれに増して，実際
の技術を洗練し，その技術に新らしい位置を求めて努力をする。生徒らは，より明快に，より流暢に
行動目標をつかみ，正確な技術を用いることが出来ることを表現する。生徒は，ルールの重要さや，
そのルールを適用させることを認識する。彼らは，行為における力の制御や力の利用の方法を知り，
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AREAS　OF　ACTIVITY
表2Key　Stage　3
■1．Games
■　2．　Gymnastic　activities
■　3．　Dence
Pupils　should　be　taught；
aavariety　of　coInpetitive　team　and　individual　games，　working　from　smal－sid－
　　ed　and　modified　versions　to　the　recognised　form，　covering　the　following
　　types－invasion，　eg乃06初y，　rugby，　strikingノ且elding，　eg　crl’cllet，　net／wal1，　eg
　　bαdminton，　volleyball；
b　to　extend　the　skils　and　principles　learned　in　earlier　years　to　develop　tech－
　　niques，　tactics　alld　strategies　applicable　to　a　variety　of　games；
cThe　rules，　laws　and　scoring　systems　speci丘c　to　different　games．
ato　re且ne　and　increase　their　range　of　gymnastic　actions，　involving－
　　　■balancing　skills，　including　the　ability　to　move且uently　into　and　out　of
　　　　　　balance；
　　　■twisting　and　turning；
　　　■　travelling　by　stepPing　and　rolling；
　　　■　丘ght，　eg　trave〃ing　through　theα〃ノCro〃t　theプヲoor　or　aPPa　ra　tus，　concentrat－
　　　　　　ing　on　elevation，　body　shaPe　and　ditection；
bto　re且ne　a　series　of　gymnastic　actions　into　increasingly　complex　sequences
　　that　include　variety，　contrast　and　repetition，using　both　the且oor　and　apPara－
　　tus，　working　alone　and　with　others；
cthe　factors　that　in且uence　quality　in　gymnastic　performances，　including　ex－
　tension，　body　tension　and　clarity　of　body　shape；
dto　refine，　through　practice，　their　range　of　increasingly　advanced　gymnastic
　　aCtiOnS，　inVOIVing－
　　　■sliding，　spinning　and　wheeling；
　　　■swinging，　circling，　Iifting　and　Iowering　the　body；
eto　develop，　refine　and　evaluate　a　series　of　actions，　with　of　without　contact
　　with　others．
ato　perform　dances，　showing　control　and　sensitivity　to　the　music　and　the
　　style　of　the　dance；
bto　perform　dances，　including　set　dances，　from　different　tradition　from　the
　　British　Isles　and　elsewhere；
c　to　describe，　analyse　and　interpret　dances，　recognising　differences；
dto　perform　further　dances，　showing　control　and　sensitivity　to　the　music　and
　　the　style　of　the　dance；
eto　support　their　own　dance　colnpositions　with　descriptions　of　their　inten－
　　tions　and　outcomes；
fto　describe，　analyse　and　interpret　dences，　recognising　aspects　of　production
　and　cultural／historical　contexts．
ρ
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■4．　Athletic　activities
■5．　Outdoor　and　adven－
　　tUrOUS　aCtiVitieS
■6．Swimming
ato　apply　the　techniques，　skills　and　competition　rules　speci且c　to　at　least　one
　running，　one　jumping　and　one　throwing　event；
b　the　effects　of　taking　part　in　a　sustained　event　compared　with　those　of　a
　more　explosive　nature，　eg　1500　metres　compared　withヱOO　metres；
cto　apply　the　relevant　mechanical　principles　underpinning　performance；
dto　apPly　and　extend　their　techniques　and　skills　to　other　events；
eto亡ake　part　in　competitions　and　refine　their　performa丑ces．
Pupils　should　be　taught：
ato　perform　at　least　one　outdoor　and　adventurous　activity，　either　on　or　offthe
　school　site；
b　to　apPly　the　techniques　and　skills　specific　to　the　activity　or　activities　under－
　taken；
cto　plan　and　review　the　activity　or　activityes　undertaken；
dto　perform　at　least　one　other　outdoor　and　adventurous　activity，　including，
　where　possible，　offsite　work　in　unfamiliar　environments；
e　avariety　of　roles　in　each　activity，　including　leading，　heing　led　and　sharing．
atwo　recognided　strokes，　one　on　the　frollt　and　olle　on　the　back；
bavarieth　of　water－based　activities，　eg　personal　survival，　games，　synchronised
　εωz〃z”zzη8’
c　to　apPly　and　evaluate　the　principles　and　practice　of　rescue　and　resuscitation
　in　water－based　activities；
dtwo　further　recognised　strokes；
e　to　apPly　techniques　for　starting，　turning　and　finishing，
出典Physica1　Education　in　the　National　curriculurn　1995，　HMS．0．
競技において相手を出しぬくことのみならず，協力的チームワークとして情報を知り，用いる。彼ら
は，短時間，長時間の両方の身体運動の効果について認識し，彼ら自身が，特別な身体活動の準備の
仕方と，身体活動の後の処方についても理解をする注18。」
　（6）Key　Stage　4の学習プロゲラムについて
　Key　Stage　4は，年令14才～16才の生徒に対して実施されるカリキュラムであり，最終的ステージ
である。故に，最も重要な部分である。NCPEは，このステージを次のように提案している。「生徒
らは，最低限，2つの異った身体活動を学ぶべきである。その中の2つのうちの1つは，Gameから
選択されなければならない。この学習プログラムのすべの場面は，それぞれの活動にふさわしい施設
にて行なわなければならない。たとえ同じ場所を用いるとしても。」
　そしてこのKey　Stage　4で，学習する目標を，「生徒らに，このKey　Stageを通して，健康的なラ
イフスタイルのためになるような，頻繁なスポーツ参加の機会が与えられるべきである。彼らは，安
全に健康を促進するような練習プログラムを，計画し，実行し，評価することを学習すべきである。
彼らは，体育活動に含まれている原理原則の理解を説明されるべきである注19。」としている。学習す
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表3Key　Stage　4
AREAS　OF　ACTIVITY
Pupils　should　be　taught：
■1．Games ato　play　the　full　recognised　version　of　a　competitive　game　and　to　undertake　a
varie亡y　of　roles，曜メ）θηの7〃3θ7～‘oαo〃，（荻o愛zな
b　to　use　increasingly　advanced　strategies　and　tactics　of　competitive　play，　and
adapt　these　to　the　strengths　and　iimitations　of　other　players；
cincreasingly　advanced　techniques　in　a　selected　game（s），and　how　to　im一
prove　performance；
dto　co－operate　with　others　in　regular　practice　in　order　to　refine　their　tech。
　．獅撃曹浮?刀G
ethe　rules／laws　Qf　the　game（s）fo皿Qwed，　including　those　of　speci且c　com一
petirions　and　how　to　apply　them．
■2．Gymnasti¢activitiesato　plan　and　implement　a　training　schedule　relevant　to　the　gymnasstic　activi一
ties　undertaken；
bincreasingly　advanced　techniques　and　how　to　improve　performance；
cto　apply　the　principles，　rules　and　criteria　for　evaluating　performance．
■3．　Dance ato　compose　and　perform，　accuzrately　and　expressively，　increasingly　com一
plex　and　technicelly　demanding　dallces　that　successfully　commullicate　the
　　●　　　　　「　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　O≠窒狽PStlC　lntentlOn’　　　　　　　　　　　　　，
bto　perform　and　create　dances　in　a　range　of　styles，　showing　understanding　of
form　and　content；
cto　design　and　evaluate　aspects　of　production　for　their　own　compositions；
dto　evaluate　aspects　of　dance，　including　choreography，　performance，　cultur層
al　and　historical　contexts　and　production．
Pupils　should　be　taught：
■4．　Athletic　activitiesa　 o　plan，　carry　out　and　evaluate　an　effbctive　personal　training　schedule　for　a
selected　event（s）；
bincreasingly　advanced　techniques　in　a　selected　event（s），and　how　to　im一
prove　performance；
c　to　apPly　the　strategies／tactics　in　their　chosen　event（s）；
dto　extend　their　persollal　capabilities　and　to　evaluate　performance　in　the
selected　event（s）．
■　5．　Outdoor　and　adven■ato　prepare　for　and　undertake　a　lourney　safely，　encompassing　one　or　more　ac一
turous　activitiestivities，磐oαπoθ∫㎎プ珍π磁1々勿8貿）漉c1伽わ∫㎎in　an　unfamiliar　environ一
ment；
bto　develop　their　own　ideas　by　creating　chal正enges　for　others；
cincreasingly　complex　techniques　and　the　safety　procedures　appropriate　to
the　activity　or　activities　undertaken；
dthe　ef琵cts　of　nutrition　and　climatic　conditions　on　the　body，　through　the　ac一
tivity　or　activities　undertaken，
出典Physical　Education　in　the　National　curriculmm　1995，　H．M．SD．
べき活動内容は，表3の如くである。これらの内容を学習することによって「生徒らは，
択した身体活動において，洗練された技術を，より良く演ずる。彼らの実践は，より一層，
効果的である。彼らは，相手の反応を予想出来るし，彼ら自身の実践を適応させるために，
各自が選
継続的で
相手が反
115
英国のカリキュラム改革と体育・スポーツー21世紀をめざして一
応する情報を用いることが出来る。彼らは，スポーツ実践者，コーチ，審判，振付師などの各々の役
割を引き受ける。彼らは，正確に評価し，それらに関係する技術的用語を用いて判断する。彼らは，
定期的に，健康増進のための身体活動に参加し，健康的なライフスタイルのための練習計画を準備し
たり監視したりする方法原理を，理解していることを表現する注20。」ここにおいて，学生・生徒ら
は，将来的に，スポーッを，健康のため，生活の文化として「実践」する「主体」となってゆくこと
が出来るのである。Key　Stage　4は，学校から社会への縣橋となることを強く意識したカリキュラム
であるとも言えるのである。
3．「スポーツ」とカリキュラム改革
　①教育改革法・National　Curriculumと学校体育・施設
　保守党政権は，1979年以降，「教育」全搬について危機的状況であると主張しつづけてきた。この
ERAによって，「根本的教育改革」を考えている。常々，ラジカルな教育現場の教師などに手を焼
いていた。保守党は，「教育を父兄の手に戻せ」「学校をより，マーケットに反応させよ」などと主張
してきていた。そしてこのERAの中で，2つの政策的指導がなされた。一っはLocal　Management
of　Schools（LMS）であり，今一っはOpen　Enrolement（OE）である注21。　LMS・OEの指導のもと
で，マーケットという言葉がひんぱんに使われるようになり，学校財政に，学校運営に「マーケット」
の概念が，重くのしかかることになる。「体育」にとっては，このマーケット概念のもと，教員の削
減などが行なわれ，ERA－NCと続く，教育改革に対応する人的配置もままならないという，皮肉な
結果をもたらすことにもなっていった。他方，このERAは，学校に「金」をもらすことが出来るよ
うになった。学校施設を地域社会に貸与して，「金」を稼ぐことが出来るようになったのである。学
校と地域社会のパートナーシップという美名のもとで。しかし，どの公立学校も同質ではなく，ロケ
・イショソも異なるため，地域社会に貸与し，資金を得るといっても，数多くの問題が，そこには残っ
ていた注22。しかし，スポーッ政策に責任を持ち，“Sport　for　Al1”政策をかかげる，　Sport　Councilに
とっては，このERAは，好都合なものであった。　Sport　Council自身が推進しなければならない，
「若者達のためのスポーッ施設の建設」という手間がはぶけるからである。しかし，学校にとっては，
資金が貯えられるというメリットばかりが存在した訳ではない。施設の使用過多による故障一修理な
どでかかる経費の問題がおこってきた。さらにこの“Money　for　in　service　training”（INSET）の動
きは，学校体育施設建設の計画は，教育上の必要性を考慮するのではなく，経済的都合を優先するよ
うになっていった注23。とまれ，学校の教育現場には混乱をもたらしたものの，ERA－NC－PENCと
続く動きは「スポーッ」の側には，大きな効果的な影響をもたらすことになる。スポーッカウソシル
は「PENCは，『身体的に教育された子供達』を産み出すことになり，積極的なライフスタイルを維
持するために，多くの身体活動に参加するための『技術』『知識』『理解』を与える注24。」「子供らは，
教師，学校，地域社会のパートナーシップによって大きな利益を得るこなった。」と述べている。
　そして，LMSの持たらした，学校の体育施設を，地域社会や地域のスポーックラブに貸与するこ
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とが出来るという「政策」は，「スポーツ」にとって，多大な益をもたらした。これは，DFEが
1991年に発表した“ASporting　Double：School　to　Community”によって，その思想が明らかにされ
た。この地域社会と学校の連帯，学校体育と地域社会のスポーツクラブの連繋は，その後の，青少年
へ向けた「スポーッ政策」の重要な柱となってゆくのである。
　②青少年へむけたスポーツ政策とPhysical　Education　in　the　Curriculum
　青少年に対するスポーツ振興に責任を持つ，スポーツカウンシルは，1980年～90年代にかけて，
さまざまな計画を立案し，努力し続けていたが，保守党政権によるCompulsory　Competitive　Tender－
ingなどにより，地方自治体による，スポーッやレクリエーションに対する支出は削減され続けてい
た。こうした厳しい状況の下で，スポーツカウンシルは，独自の政策を展開していた。スポーツカウ
ンシルは，1982年に“Sport　in　the　Community：The　Next　Ten　Years”を発表し，13才～24才の青少
年達を，ターゲットグループとし，その政策を展開した。1986年には“Ever　Thought　of　Sport”キャ
ンペーンを繰り拡げ，青少年たちに「スポーツ」の重要性を喚起した。これは学校教育を終えた青少
年が，スポーツ参加からドロップアウスすることを少しでも防ぐことであった。
　1986年11月には，DESとDepartment　of　Environmentの共催で，セミナーを開催した。このセミ
ナーの報告書として“School　Sport　Forum”が1987年4月に，スポーツカウンシルから出版された。
さらに，1988年7月に“Sport　and　Young　People：Partnerships　and　Action”を発表した。これらフ
ォーラム報告書を基礎に，スポーッカウンシルは，新らしい90年代にむけての方針を発表した。
“Sport　in　the　Community：Into　the　90s：Strategy　for　Sport　1988－1993”（1988）である。この中で，
以前にターゲットグループとされた13才～24才のみならず，13才以下の体育にも注目すべきである
と主張した。この方針と，ERA－PENCの動きが一致するのである。青少年に，着実に身体活動の技
能を教え，身体の健康や生活の文化のために，スポーツ・身体活動の意義や役割を認識させようとす
る，このPENCは，将来，スポーッ参加の主体となるべき，これらの生徒にとって，時期を得た，
好都合なものであった。
　スポーツカウンシルにとっても，青少年の発育発達を展望した。計画（Sport　devolpment　conti－
num　mode1）を発表し注26，　PENCと連繋をとった。このSport　development　continum　modelは，青
少年のスポーツ技能の発達を4段階でとらえ（Foundation－Participation－Peformance－Excellence），
PENCのKey　Stage　1－4と対応させた。（表4）学校体育とスポーツ振興策がここで有機的にリンク
することなったのである。まさに，時宜をえたものであった。
ま　　と　　め
　1988年に発布されたrERA」は，カリキュラム改革を中心として，そのカリキュラムを教える教
員の養成といった課題を内包しつつ，英国の教育に大きな変化をもたらした。従来の英国の教育は，
中央政府からの強いコントロールはなく，各教育現場の校長一教師らの自主的自律的実践が許されて
いた。しかし・このERAは・中央政府から発布された教育立法であり，法的拘束力を持つものであ
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A　planning　framework　for　young　people　and　sport　work
DescriptionPE　curriculumikey　Stages）ctivity　outside　the　curriculuExamples　of　required　action
●Performing　to　a3＆4 ●Centres　of　excellence●Sports　science　supPort
???n年tiQnaHy　reCO9一 ●County，　regiona重and　na一●Fi ncial　supPort　for　taiented
???nised　standard tional　squads individuals
?? ●Improved　performance／excel一
国 1ence　plann血g　by　local　authori一
ties　and　national　governing　bo一
dies
●Improving　Perfor一2．3＆4 ●Schools　of　sport ●Sports　injuries　supPort　serv一
8 mancelevel ●Junior　leagues　and　compe一，1ces　　　　　　　　　　　　　　　．??
ρ　　　ρ狽撃狽撃盾獅 ●Training　of　coaches　to　work【?』?
●Junior　sections　of　adultwith　young　PeoPle??
chlbs ●Performance　strategies　at　lo一
山 ●Champion　Coachingcal　level　for　improved　perfor一
●School　c至ubs（select　themance　planning
most　talented　individuals）
●Exerc童sing　one’s2．3＆4 ●Junior　sect三〇ns　of　clubs●An　apPropriate　PE　curriculum
’leisure　option’ ●Informal　activities　out　ofncouraging　leisure，　eduction
●Choosing　to　take school　in　public　or　privateand　community　Iinks
??part　sport　for　a　vari噛 facilities ●Information　about　local
，一??ety　of　reasons，　eg ●School　clubs（emphasis　onauthority　leisu士e　provision???
fun，　health，　per一 recreationropen　to　aU）●Training　of　sports　develop一??
sonal　growth ●Family　sport　and　recrea一ment　of丘cers　and　sport　leaders
tion to　work　with　young　People
●Training．of　teachers　and
youth　workers　in’Commu且ity
Sport’
●Positive　attitudes1＆2 ●School　clubs（open　to　an）OIdenti且cation　of　generic　sport
口 towards　physical　ac・ ●Family　recreationskills　to　feed　into　school　curricu一
．9| ■　　　　篤　　　　　　■狽撃魔撃狽凵@enJoyment， ●Play 1um???health ●Training／education　for　play
??●Basic　movement workers，　childminders，　parents，
skills，㎞owledge primary　teachers
and　understanding
出典Young　People　and　Sport－Policy　and　frameworks　for　action－Sport　Council，1993
る。このERAに続くNCの設定（体育ではPENC）は，従来の散漫であった，「体育」
どう教えるのか？　という学校体育の内実と到達目標について論議をまきおこし，その
確にするものであった。
　　さらに，その授業の効果を「評価」する方法を体系化することが出来た。しかし反面，
ムが固定化することによって，その内容が画一的で可変性がないということで，「硬直」
なっている。しかし，体系的なカリキュラム編成によって，子供らに獲得されてゆく，
で，何を，
「概念」を明
カリキュラ
さが問題と
スポーツ技
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術，スポーツ思想・スポーツ文化は，将来の生活の中で，彼らが，日常的スポーツ実践者＝Sport　for
Allの担い手となることを可能にするものであった。さらに，　ERA－LMSによる学校の施設開放は，
地域社会との連帯＝地域スポーックラブとの連繋を生み出す可能性を切り開いた。小さな政府を掲げ
る，保守党政権によって，切りつめられたスポーッ・レクリエーション予算に苦労をしていた，
Sport　Councilにとっては，慈雨であった。しかし，学校教育の現場に働く者にとっては，過重な労
働をもたらしたり，学校施設の使用過多などによる施設の疲弊などの諸問題が生起してきたのであ
る。しかし，さまさまな問題性を含みつつも，体系化され，緻密に編成された，これらNC・PENC
は，英国の児童・生徒・学生らの身体の発育発達，スポーツ文化を血肉化させることに大きく貢献を
することになる。これらの，青少年が，将来，Sport　for　Allの主体者として登場してくることになろ
う。残された課題は，Sport　for　All　Movementのハード・ウェアとしての，施設・指導者・環境の整
備といったところへの投資の充実であろう。1994年以来のNational　Lotteryの資金のゆくえに負う
ところが多い。
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